
まえがき＝石炭資源の半分を占める褐炭や亜瀝青炭資源
は低品位炭と呼ばれ，発熱量が低く自然発火性があるた
め利用が限られている。このような石炭資源を効率良く
改質して，有効利用する技術の一つに当社の改質褐炭プ
ロセス（以下UBCプロセスと記す）がある。UBC技術
は亜瀝青炭から褐炭ま∫ 藴 謜 寨 瓊奭イ圡
量ざ~2/5ć┒は＞紇かわだ耽 か ざ0憎
要があり，こうした事情を背景に低品位炭を改質脱水し
て高カロリ化・安定化する技術へのニーズが次第に高ま
っている。
　低品位炭改質の試みは過去にも多くあり

1），その代表
的な例を表 1に示した。石炭利用技術の普及は処理コス

トに強く影響されるが，石炭改質の場合，一般に消費エ
ネルギ，操作温度，圧力が高いほど改質コストが高くな
る。表 1中に記載した非蒸発法，熱分解法は，操作温度
圧力が高く実用化したものは少ない。蒸発法は操作温度
圧力が低く幾つか実用例もあるが，水の相変化を伴うた
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ることは無い。一般に化石資源は普及するにつれて，需
要家に届く前に事前処理されるようになるのが自然であ
り，石炭も例外ではない。石炭の場合，発熱量以外が評
価基準になることは少なかったが，環境問題が注目され
るに従って硫黄分・灰分も価格に反映されるようになっ
ており，次第にその精製が導入される時代になるであろ
う。現在すでに洗炭（脱灰）はかなり広範囲に普及して
おり，その次の技術として改質炭（脱水）が位置づけら
れる。灰処分の難しい日本においては低灰分が注目され
ているが，1セント/kWhとも言われる排煙脱硫費を考え
ると世界的には低硫黄がセールスポイントなることも十

分考えられ，UBC技術の普及・商業化が期待される。
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